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「
第
19
回
東
京
い
し
こ
し
会
総
会
・
交
流
会
」

が
11
月
17
日
、
東
京
都
内
の
東
天
紅
上
野
店
で

開
催
さ
れ
、
在
京
の
石
越
町
出
身
者
や
そ
の
関

係
者
69
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
会
員
が
お
互
い
の
近
況
や
石

越
町
に
在
住
し
て
い
た
頃
の
懐
か
し
い
思
い
出

話
な
ど
を
語
り
合
い
、
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
石
越
民
謡
同
好
会

の
方
々
に
よ
る
地
元
の
民
謡「
さ
ん
さ
し
ぐ
れ
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
歌
や
尺

八
の
演
奏
で
ス
テ
ー
ジ
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。
会

場
は
、
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
雰
囲

気
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲会員の皆さんによる

石越

　
「
第
33
回
ふ
る
さ
と
津
山
会
総
会
」
が
11
月

25
日
、
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
仙

台
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
仙
台
市
及

び
そ
の
近
郊
に
居
住
す
る
津
山
町
出
身
者
で
構

成
さ
れ
、
郷
土
の
近
況
報
告
や
親
睦
を
図
る
た

め
、
年
に
一
度
、
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
員
の
ほ
か
市
議
会
議
員
な
ど
約

30
人
が
出
席
。
会
計
報
告
や
役
員
改
選
の
後
、

懇
談
会
が
行
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
や
抽
選
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
余
興
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

た
ち
は
、
懐
か
し
い
津
山
町
の
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
た
り
、
互
い
の
近
況
を
語
り
合
っ
た

り
す
る
な
ど
し
て
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲参加者みんなで「ふるさと」を合唱

津山

　

青
少
年
の
た
め
の
登
米
市
民
会
議
南
方
支
部

に
よ
る
「
第
18
回
青
少
年
健
全
育
成
南
方
の
つ

ど
い
」
が
11
月
24
日
、
南
方
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
人
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
体
験
発
表
の

後
、
体
操
競
技
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の

池
谷
幸ゆ

き
お雄
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
な
ど
夢
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語

り
ま
し
た
。
ま
た
、
演
台
の
上
で
の
倒
立
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
本
物
の
メ
ダ
ル
を
首
に
下
げ

て
の
記
念
撮
影
な
ど
、
楽
し
い
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

▲「夢は果てしなく永遠に」と題して講演した池谷幸雄さん

南方

とよま路
心地よく

駆け抜ける

今
年
で
27
回
目
を
迎
え
る

カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

11
月
25
日
に
登
米
町
と
中
田
町
を
通
る

日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
30
種
目
に
過
去
最
多
と
な
る

２
４
８
１
人
が
参
加
。

澄
ん
だ
初
冬
の
空
気
の
中
、

登
米
総
合
体
育
館
を
発
着
に

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

（
17
〜
19
ペ
ー
ジ
）


